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上場会社名 ウシオ電機株式会社 （コード番号：6925  東証・大証第一部） 

（ＵＲＬ  http://www.ushio.co.jp）  
問 合 せ 先       代表者 取締役社長 菅田 史朗 ＴＥＬ： (03) 3242 － 1811 
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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 : 無 
  

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 : 無 
  

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 : 無 
 
 
２．平成19年 3月期第1四半期財務・業績の概況（平成18年 4月 1日 ～ 平成 18年 6月 30日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況                   (注)金額は百万円未満を切り捨て 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期(当期) 
純 利 益       

 百万円      ％ 百万円      ％ 百万円      ％ 百万円      ％ 

19年 3月期第1四半期 33,686  22.5 5,340  39.7 6,676  29.2 4,259  17.7 
18年 3月期第1四半期 27,501 △4.8 3,823△25.3 5,167 △7.2 3,619   8.3 

(参考)18年 3月期 129,284       18,501       23,207       14,895       
 

 
1 株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
1 株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円   銭 円   銭 

19年 3月期第1四半期 30.87 － 
18年 3月期第1四半期 26.19 － 

(参考)18年 3月期 107.81 － 

 (注)①売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
②経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等は、添付資料P1に記載のとおりです。 
 
 

(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1 株当たり 
純 資 産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

19年 3月期第1四半期 216,052 151,999 70.0 1,103.93 
18年 3月期第1四半期 185,293 129,875 70.1 940.00 

(参考)18年 3月期 213,027 150,533 70.7 1,089.67 

(注)18年 3月期第1四半期及び18年 3月期の純資産は、少数株主持分を含めておりません。 
 
【連結キャッシュ・フローの状況】 

 営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円 

19年 3月期第1四半期 4,033 △ 2,521 517 24,606 
18年 3月期第1四半期 △ 2,324 △ 2,404 1,242 22,145 

(参考)18年 3月期 9,397 △ 9,762 △ 3,324 22,701 
 (注) 財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等は、添付資料P1に記載のとおりです。 
 
 
 
 



 

   
【参 考】 
平成 19年 3月期の連結業績予想（平成18年 4月 1日 ～ 平成19年 3月 31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 

中  間  期 68,500 11,800 7,500 
通     期 139,500 23,800 15,100 

（参考）1株当たり予想当期純利益（通期）  109円 30銭 
 
(注)上記の業績予想は、現時点での入手可能な情報に基づいておりますが、実際の業績は様々な要因により、 

予想数値とは異なる場合がございます。 
 
  平成 18年 4月 27日の平成18年 3月期決算発表時の予想を変更しておりません。 
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１．経営成績および財政状態 

Ⅰ．経営成績 

 

当第１四半期におけるわが国経済を顧みますと、原油や素材価格の高騰など不安材料がある中、積

極的な民間設備投資が継続し、日本経済は堅調に推移しました。 

一方、米国経済において全体的に底堅さを維持しているものの、金利上昇や個人消費の減速等から

景気の先行きに不透明感が漂う状況となりました。 

 

当グループでは、将来に向けた新技術・新製品開発への積極的な投資を行なうとともに、生産性の

向上や製造コストの低減、海外展開強化に向けた販売体制の整備・拡充など、引き続き全社を挙げて

業績の向上に注力しております。 

 

このような経済環境のもと、一時的な停滞局面を迎えていたデータプロジェクター用ランプの市場

において緩やかながら需要が伸長し、回復基調に推移しました。 

また、液晶関連業界において液晶パネルの需要拡大に伴い液晶パネルの生産増により、液晶製造装

置は引き続き堅調に推移するとともにリプレースランプの需要が拡大しました。さらに北米を中心と

したデジタルシネマプロジェクターのロールアウトプログラムである「デジタルシネマ普及促進プロ

グラム」が本格的に進行し、デジタルシネマ映写機の出荷ペースは大幅に加速いたしました。 

 

このように、将来に向けた新技術・新製品開発への積極的な投資を行なうとともに、生産性の向上

や製造コストの低減、海外展開強化に向けた販売体制の整備・拡充など、引き続き全社を挙げて業績

の向上に注力してまいりました結果、当第１四半期の業績といたしましては、売上高 336 億８千６百

万円、営業利益 53 億４千万円、経常利益 66 億７千６百万円、四半期純利益 42 億５千９百万円をそ

れぞれ計上いたしました。 

 

Ⅱ．財政状態 

 

営業活動によるキャッシュ・フローは、40 億３千３百万円の収入となりました。この主な要因は、

税金等調整前四半期純利益が 66 億６千４百万円であったのに対して、たな卸資産が 10 億５千２百万

円増加したこと、および法人税等の支払が 28 億２千８百万円となったことによるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、25 億２千１百万円の支出となりました。この主な要因は、

投資有価証券の取得による支出 22 億５百万円であります。 

また、財務活動によるキャッシュ・フローは、５億１千７百万円の収入となりました。この主な要

因は、配当金の支払が 24 億４千２百万円であったこと、自己株式の取得による支出が 10 億６千２百

万円であったのに対して、短期借入金の純増加額が 40 億７千３百万円となったことによるものであ

ります。 

以上の結果、当第１四半期末の現金および現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 19 億４

百万円増加し、246 億６百万円となりました。 

 



（1）要約四半期連結貸借対照表
(単位：百万円)

期　別　 当第１四半期末 前連結会計年度 前第１四半期末
　科　目 平成18年６月30日現在 平成18年３月31日現在 金　額 平成17年６月30日現在

Ⅰ 流動資産 ( 102,466 ) ( 102,875 ) （ △ 409 ） （ △ 0.4 ） ( 91,912 )

   現金および預金 24,583 22,182 2,400 10.8 21,319
   受取手形および売掛金 37,441 39,793 △ 2,351 △ 5.9 33,809
   有価証券 4,344 5,539 △ 1,194 △ 21.6 4,182
   たな卸資産 27,612 26,511 1,101 4.2 24,171
   繰延税金資産 2,449 2,982 △ 532 △ 17.9 2,224
   その他 6,688 6,484 204 3.1 6,550
   貸倒引当金 △ 654 △ 618 △ 35 － △ 346

 
Ⅱ 固定資産 ( 113,585 ) ( 110,151 ) （ 3,434 ） （ 3.1 ） ( 93,381 )

   有形固定資産 ( 34,303 ) ( 34,200 ) （ 103 ） （ 0.3 ） ( 32,060 )

   建物および構築物 14,039 14,140 △ 101 △ 0.7 11,495
   機械装置および運搬具 5,850 5,899 △ 48 △ 0.8 4,922
   土地 8,768 8,785 △ 16 △ 0.2 8,244
   建設仮勘定 1,087 936 150 16.1 3,381
   その他 4,557 4,438 119 2.7 4,016

 
   無形固定資産 ( 2,192 ) ( 2,325 ) （ △ 133 ） （ △ 5.7 ） ( 2,575 )

   投資その他の資産 ( 77,088 ) ( 73,625 ) （ 3,463 ） （ 4.7 ） ( 58,744 )

   投資有価証券 73,510 70,220 3,289 4.7 56,071
   長期貸付金 642 461 181 39.4 234
   前払年金費用 281 220 61 27.9 271
   繰延税金資産 603 540 62 11.6 649
   その他 2,244 2,393 △ 148 △ 6.2 1,762
   貸倒引当金 △ 193 △ 210 17 － △ 245

資産合計 216,052 213,027 3,024 1.4 185,293

２．連結財務諸表等

増減率(%)
増　減
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(単位：百万円)
期　別　 当第１四半期末 前連結会計年度 前第１四半期末

　科　目 平成18年６月30日現在 平成18年３月31日現在 金　額 増減率(%) 平成17年６月30日現在

Ⅰ 流動負債 （ 43,098 ） （ 41,006 ） （ 2,092 ） （ 5.1 ） （ 39,142 ）

   支払手形および買掛金 16,669 17,417 △ 748 △ 4.3 14,244
   短期借入金 14,250 10,333 3,916 37.9 13,788
   １年以内返済予定長期借入金 101 102 △ 1 △ 1.2 105
   未払法人税等 3,438 4,351 △ 912 △ 21.0 2,262
   賞与引当金 1,055 2,061 △ 1,006 △ 48.8 1,143
   その他 7,583 6,739 843 12.5 7,598

Ⅱ 固定負債 （ 20,953 ） （ 20,746 ） （ 207 ） （ 1.0 ） （ 15,767 ）

   長期借入金 3,090 3,090 － － 3,191
   繰延税金負債 15,694 15,447 247 1.6 10,420
   退職給付引当金 474 387 87 22.5 420
   役員退職給与引当金 62 60 1 3.2 87
   その他 1,632 1,761 △ 129 △ 7.3 1,647
   

負債合計 64,052 61,753 2,299 3.7 54,910

少数株主持分 － 740 － － 507

Ⅰ 資本金 － 19,556 － － 19,556
Ⅱ 資本剰余金 － 28,371 － － 28,371
Ⅲ 利益剰余金 － 79,350 － － 68,074
Ⅳ その他有価証券評価差額金 － 24,611 － － 17,340
Ⅴ 為替換算調整勘定 － 539 － － △ 1,616
Ⅵ 自己株式 － △ 1,895 － － △ 1,851

資本合計 － 150,533 － － 129,875
負債、少数株主持分および資本合計 － 213,027 － － 185,293

Ⅰ 株主資本 （ 125,837 ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

   資本金 19,556 － － － －
   資本剰余金 28,371 － － － －
   利益剰余金 80,867 － － － －
   自己株式 △ 2,957 － － － －

Ⅱ 評価・換算差額等 （ 25,409 ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

   その他有価証券評価差額金 24,894 － － － －
   繰延ヘッジ損益 20 － － － －
   為替換算調整勘定 493 － － － －

Ⅲ 少数株主持分 （ 752 ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

純資産合計 151,999 － － － －
負債および純資産合計 216,052 － － － －

増　減
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（2）要約四半期連結損益計算書

期　別　 当第１四半期 前第１四半期 前連結会計年度
（自 平成18年４月１日　 （自 平成17年４月１日　 （自 平成17年４月１日　

　科　目   至 平成18年６月30日） 　至 平成17年６月30日） 金　額 増減率(%) 　至 平成18年３月31日）

Ⅰ 売上高 33,686 27,501 6,185 22.5 129,284

Ⅱ 売上原価 21,923 17,538 4,384 25.0 85,025

   売上総利益 11,763 9,962 1,801 18.1 44,258

Ⅲ 販売費および一般管理費 6,422 6,138 284 4.6 25,757

   営業利益 5,340 3,823 1,516 39.7 18,501

Ⅳ 営業外収益 1,652 1,691 △ 38 △ 2.3 5,518

   受取利息 166 137 28 20.8 663

   受取配当金 263 183 80 43.6 493

   その他 1,222 1,370 △ 147 △ 10.7 4,361

Ⅴ 営業外費用 316 347 △ 31 △ 9.0 812

   支払利息 139 98 41 42.3 416

   その他 176 249 △ 72 △ 29.2 396

   経常利益 6,676 5,167 1,509 29.2 23,207

Ⅵ 特別利益 1 － 1 － 101

Ⅶ 特別損失 13 － 13 － 138

   税 金 等 調 整 前
   四半期(当期)純利益

6,664 5,167 1,497 29.0 23,170

   法人税、住民税および事業税 1,864 1,104 760 68.9 8,253

   法人税等調整額 481 394 87 22.2 △ 187

   少数株主利益 58 50 8 17.1 209

   四半期(当期)純利益  4,259  3,619 640 17.7  14,895

 (単位：百万円)

増　減
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（3）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位:百万円）

期　別　 当第１四半期 前第１四半期 前連結会計年度

（自 平成18年４月１日  （自 平成17年４月１日  （自 平成17年４月１日  

　科　目   至 平成18年６月30日）   至 平成17年６月30日）   至 平成18年３月31日）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期(当期)純利益 6,664 5,167 23,170
減価償却費 1,169 1,003 4,763
受取利息および受取配当金 △ 429 △ 321 △ 1,156
支払利息 139 98 416
売上債権の増加額（又は減少額） 2,225 2,032 △ 3,045
たな卸資産の増加額 △ 1,052 △ 1,465 △ 2,283
仕入債務の減少額 △ 743 △ 3,368 △ 633
その他 △ 1,362 △ 961 △ 2,628
    小計 6,611 2,184 18,602
利息および配当金の受取額 388 295 1,256
利息の支払額 △ 138 △ 107 △ 422
法人税等の支払額 △ 2,828 △ 4,696 △ 10,038

   営業活動によるキャッシュ・フロー 4,033 △ 2,324 9,397

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △ 1,066 △ 260 △ 1,389
定期預金の払戻による収入 608 305 1,415
短期貸付による支出 △ 850 － △ 2,932
短期貸付金の回収による収入 852 － 1,720
有価証券の取得による支出 － △ 1,000 △ 1,099
有価証券の償還および売却による収入 1,042 325 1,050
有形固定資産の取得による支出 △ 1,278 △ 2,542 △ 8,119
有形固定資産の売却による収入 42 34 269
無形固定資産の取得による支出 △ 31 △ 8 △ 199
投資有価証券の取得による支出 △ 2,205 △ 429 △ 5,014
投資有価証券の償還および売却による収入 494 1,177 3,598
新規連結子会社の株式取得に伴う支出 － － △ 40
出資金の取得による支出 － － △ 193
長期貸付による支出 △ 177 △ 40 △ 502
長期貸付金の回収による収入 － 12 1,660
その他 47 22 14

   投資活動によるキャッシュ・フロー △ 2,521 △ 2,404 △ 9,762

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額 4,073 3,778 △ 346
長期借入れによる収入 － 360 360
長期借入金の返済による支出 △ 1 △ 361 △ 466
自己株式の取得による支出 △ 1,062 △ 16 △ 61
配当金の支払額 △ 2,442 △ 2,470 △ 2,756
少数株主への配当金の支払額 △ 50 △ 47 △ 53

   財務活動によるキャッシュ・フロー 517 1,242 △ 3,324

Ⅳ 現金および現金同等物に係る換算差額 △ 124 196 954
Ⅴ 現金および現金同等物の増加額（又は減少額） 1,904 △ 3,290 △ 2,734
Ⅵ 現金および現金同等物の期首残高 22,701 25,436 25,436
Ⅶ 現金および現金同等物の期末残高 24,606 22,145 22,701
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３．セグメント情報

産業機械および 消 去
そ の 他 事 業 ま た は 全 社

　   売上高および営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 32,859 826 33,686            － 33,686

(2) セグメント間の内部売上高または振替高 8 15 23 (23) －

32,868 842 33,710 (23) 33,686

     営業費用 27,577 792 28,369 (23) 28,346

     営業利益 5,290 50 5,340 (0) 5,340

産業機械および 消 去
そ の 他 事 業 ま た は 全 社

　   売上高および営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 26,628 872 27,501            － 27,501

(2) セグメント間の内部売上高または振替高 10 30 41 (41) －

26,639 903 27,542 (41) 27,501

     営業費用 22,873 845 23,718 (41) 23,677

     営業利益 3,765 57 3,823             0 3,823

（注）１．事業区分の方法
事業は、製品の市場における使用目的に応じて、光応用製品事業、産業機械およびその他事業に
区分しております。

２．各事業区分の主要製品
    光応用製品事業            …ハロゲンランプ、クセノンランプ、超高圧ＵＶランプ、
                                映画館用映写機および関連装置、紫外線硬化装置、
                                各種露光装置、エキシマランプおよび関連装置
    産業機械およびその他事業  …射出成形機、食品包装機械、自動制御等

計

計

（単位：百万円）

前第１四半期
（自 平成17年４月１日　至 平成17年６月30日）

光応用製品事業 計 連 結

（単位：百万円）

（1）事業の種類別セグメント情報

当第１四半期
（自 平成18年４月１日　至 平成18年６月30日）

光応用製品事業 計 連 結
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消 去
または全社

　   売上高および営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 14,207 10,686 1,584 7,208 33,686         － 33,686

セグメント間の内部売上高
または振替高

19,727 10,847 1,762 8,169 40,506 (6,819) 33,686

  営業費用 16,086 10,489 1,656 6,829 35,061 (6,715) 28,346

  営業利益 3,641 357 106 1,339 5,444 (104) 5,340

消 去
または全社

　   売上高および営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 13,232 7,646 1,468 5,153 27,501         － 27,501

セグメント間の内部売上高
または振替高

17,065 7,820 1,653 6,530 33,070 (5,569) 27,501

  営業費用 14,644 7,539 1,562 5,434 29,179 (5,502) 23,677

  営業利益 2,421 281 91 1,096 3,890 (66) 3,823

（注）１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。
　　　２．各区分に属する主な国または地域

（１）北米　　　………アメリカ、カナダ
（２）ヨーロッパ………オランダ、ドイツ、イギリス、フランス
（３）アジア　　………中国、台湾、韓国、フィリピン、シンガポール

(2)

(2)

前第１四半期

3,832 174 185 1,376

ヨーロッパ

5,569

5,519

（単位：百万円）

161 －

連 結計北 米

計

178 960

北 米 ヨーロッパ

6,819 (6,819)

(5,569) －

計

計

（自 平成17年４月１日　至 平成17年６月30日）

日 本 ア ジ ア

（単位：百万円）

（2）所在地別セグメント情報

当第１四半期
（自 平成18年４月１日　至 平成18年６月30日）

日 本 ア ジ ア 連 結
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Ⅰ 海外売上高 8,316 2,931 9,094 188 20,530

Ⅱ 連結売上高 33,686

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合 24.7% 8.7% 27.0% 0.5% 60.9%

Ⅰ 海外売上高 5,747 2,442 7,394 287 15,872

Ⅱ 連結売上高 27,501

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合 20.9% 8.9% 26.9% 1.0% 57.7%

（注）１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。
　　　２．各区分に属する主な国または地域

（１）北米　　　　………アメリカ、カナダ
（２）ヨーロッパ　………オランダ、ドイツ、イギリス、フランス
（３）アジア　　　………中国、台湾、韓国、フィリピン、シンガポール
（４）その他の地域………アルゼンチン、ブラジル

　　　３．海外売上高は、親会社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

（3）海外売上高

当第１四半期
（自 平成18年４月１日　至 平成18年６月30日）

（単位：百万円）

北 米 その他の地域 計ヨ ー ロ ッ パ ア ジ ア

（単位：百万円）

その他の地域

（自 平成17年４月１日　至 平成17年６月30日）

北 米

前第１四半期

ヨ ー ロ ッ パ ア ジ ア 計
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